
目目 的的 ・環境・経済性の両面で最適な回収・処理体系「・環境・経済性の両面で最適な回収・処理体系「Best Available SystemBest Available System」を提案する。」を提案する。
・自治体や事業者が汎用的に使用できる・自治体や事業者が汎用的に使用できるBASBASソフトを開発するソフトを開発する 。。
・事業者や周辺住民といったさまざまなステークホルダーに個別施設での有効な・事業者や周辺住民といったさまざまなステークホルダーに個別施設での有効なBASBASソフトの活用方法を示す。ソフトの活用方法を示す。

資源循環にかかわる自治体や事業者といった様々な資源循環にかかわる自治体や事業者といった様々な

ステークホルダーに有効な評価ツールである。ステークホルダーに有効な評価ツールである。

LCALCA・・LCCLCCの観点からの観点から収集・回収から最終利用・処分収集・回収から最終利用・処分
まで一連の一般廃棄物処理システムを評価範囲としまで一連の一般廃棄物処理システムを評価範囲とし

ている。ている。

評価の基盤となる焼却溶融等の環境負荷データ（処評価の基盤となる焼却溶融等の環境負荷データ（処

理規模に応じた投入理規模に応じた投入//排出量、発電効率等）が、排出量、発電効率等）が、プラプラ

ントメーカーの設計・計画値ントメーカーの設計・計画値に基づきデータベース化に基づきデータベース化

されている。されている。

LCCO2LCCO2をはじめとする個別の環境負荷指標のみならをはじめとする個別の環境負荷指標のみなら

ず、それらを永田研究室で開発された統合化指標ず、それらを永田研究室で開発された統合化指標

ELPELPを用いてを用いて総合的な評価総合的な評価が行える。が行える。

本ソフトの特徴本ソフトの特徴

既存施設の実績データに基づく継続評価による環境管既存施設の実績データに基づく継続評価による環境管

理理

評価結果の公開によるサステナビリティレポートへの活評価結果の公開によるサステナビリティレポートへの活

用用

データベースを用いた新規処理計画の環境・経済性にデータベースを用いた新規処理計画の環境・経済性に

おける有効性の定量的評価おける有効性の定量的評価

新規計画策定における内外部向けの意思決定ツール新規計画策定における内外部向けの意思決定ツール

ソフトの活用例ソフトの活用例

BASBASソフトの特徴と活用方法ソフトの特徴と活用方法

新規事業新規事業((埋立地再生事業埋立地再生事業))の評価の評価

溶融施設における廃プラの燃料代替の効果溶融施設における廃プラの燃料代替の効果

ＢＡＳ評価ソフトの概要ＢＡＳ評価ソフトの概要
BASBAS評価ソフトとは、自治体が独自にそれぞれの情勢を評価ソフトとは、自治体が独自にそれぞれの情勢を

考慮したうえで最適な一般廃棄物の処理・リサイクル体系考慮したうえで最適な一般廃棄物の処理・リサイクル体系

の策定を行う際の環境負荷・経済性の実効性評価ツールの策定を行う際の環境負荷・経済性の実効性評価ツール
である。である。
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既存施設を実績値ベース既存施設を実績値ベース

で評価することで、操業段で評価することで、操業段

階での階でのBASBASを提案した。を提案した。

新規事業を推定値ベース新規事業を推定値ベース
型で評価をし、有効性を示型で評価をし、有効性を示

した。した。
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早稲田大学環境総合研究センター 最終更新日時２００９年４月３０日

溶融飛灰山元還元システムの構築に関する包括的研究

題目
資源循環システムのライフサイクルアセスメントに関する研究

～BAS評価ソフトの改良と広域化対応システムの評価～
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